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ガラパゴス諸島在来 Passiflora 属４種の系統的位置づけ 

生命科学研究室 

0722040 滝沢 曜 

 

1 緒言  

 ガラパゴス諸島 (英名：コロン諸島) は、エ

クアドル共和国に属する群島で、火山活動によ

って南米大陸から西に1000kmほども離れた太

平洋上に形成された海洋島である。海洋によっ

て生物の移入が著しく制限されること、諸島内

において生物の進化が起こりやすい条件が整っ

ていることなどの理由から独自の生物相を持ち、

固有種数が多いことで知られている。 

図 1．ガラパゴス諸島の位置． 

 

本研究ではガラパゴス諸島に自生する在来

４種の Passiflora 属内での系統的位置づけを、

葉緑体 DNA を用いて明らかにすることを目的

とする。 

 

2 材料と方法 

2.1 材料 

材料は、ガラパゴス諸島に自生する Passiflora

属4種（内、固有種２種：P. colinvauxii, P. foetida 

var. galapagoensis, 在来種 2 種：P. 

tridactylites, P. suberosa）を用いた。サンプル

は 1 種につき 1 枚の葉を採取し、葉の汁を FTA 

Elute（Whatman）に染み込ませ、シリカゲル内

で保存した。これらの実験に用いた試料は、今後

それぞれ P. c (Glp)、P. f (Glp)、P. t (Glp)、P. s (Glp)

と表記する。 

図 2（右上）：ガラパゴス諸島に自生する Passiflora の 4

種の写真．A. P. colinvauxii, B. P. foetida var. 

galapagoensis, C. P. suberosa, D. P. tridactylites. 

 

2-2 方法 

  FTA Eluteろ紙に吸着させたトータルDNA

を THEROMO BLOCK ND-G962（日伸理化）

を用いて抽出した。PCR 反応液のプレミックス

（trnL(e) - trnF(f)領域のプライマー2 種類）（表１）

を使用し、サーマルサイクラー（TaKaRa Bio）

で増幅した。PCR 産物は ExoSAP-IT で精製し、

BigDyeTerminator v.3.1（Applied Biosystem）

でラベリングした。精製したサンプルを

Hi-DyeFormamid で溶解し、オートシーケンサー

ABI3100（Applied Biosystem）で泳動した。得

られた塩基配列データは、解析ソフト

ChromasPro v. 1.5 (Technelysium Pty Ltd, 

2009) および Bioedit v. 7.0.5 (Hall &  

Therapeutics, 2005) でアッセンブルし、PAUP  

（version4.0 beta vera）を用いて系統樹を作成し

た。作成した系統樹は TreeView v. 1.6.6 (Rod 

Page, 2001) を用いて出力した。 

 

表１：使用したプライマー 

領域 プライマー名 5`・・・・・・・・・3` 

trnLF 
trn e GGT TCA AGT CCC TCT ATC CC 

trn f ATT TGA ACT GGT AAC ACG AG 

ITS 
ITS 1 TCC GTA GGT GAA CCT GCG G 

ITS 4 TCC TCC GCT TAT TGA TAT GC 

図１：コンセンサス系統樹 
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3 結果 

 4 個体の葉緑体 DNA は、207 塩基のうち 14 箇

所で変異が見られた。P. s (Glp) と P. f (Glp) には

7 つの変異があったが、P. c (Glp) と P. t (Glp) に

塩基置換はなかった。得られた塩基配列より

trnL-F 領域の最節約系統樹をコンセンサスし、

ブートストラップを算出して枝の強度を確認し

た。Decaloba 亜属に属する種とその周辺の種を抽

出し、系統樹を作成した（図 3）。

 

図3：コンセンサス系統樹 

P. s (Glp) とP. punctata は bootstrap 71％、

P. t (Glp) とP. c (Glp) とブラジル産 P. 

suberosa は 86%という高い支持率で支持され

た（図 4）。Dysosmia 亜属内ではブラジル産 P. 

foetida とP. f (Glp) は 97 %と非常に高い値で

単系統性が支持された。

 

      図4：図3の拡大図 

 

４ 考察 

 図 3 より、P. foetida とその固有変種である

P. f (Glp) には２つの塩基置換がみられ、別亜属

の Tetrastyisl を包含するものの、97%確率で支

持された。一方でガラパゴス SCZ 固有の P. c 

(Glp) は、P. t (Glp) と 1 塩基の違いも持たなか

ったため、非常に近縁であることが示唆された。

この原因として、第一に解析した塩基数が 207 

bp と短いため、この領域だけでは種を分けるほ

どの遺伝的差異を検出できなかったものと考え

られる。もう１つには、trnL-F は葉緑体の DNA

であるため、片親に由来する性質があることか

ら、この個体において P. colinvauxii とP. 

tridactylites の交雑が起きており、同じタイプ

の DNA を持っていたのかもしれない。葉緑体

DNA の遺伝方式については Hansen et. al. 

(2007）が種間交雑における葉緑体 DNA の遺伝

様式に関する研究を行っている。それによると、

種内交雑では通常の被子植物と同様に葉緑体

DNA は母系遺伝するものの、種間交雑では父

系遺伝することが明らかになっている。

Passiflora 属ではこのような複雑な遺伝様式を

持つことから、今回の P. colinvauxii とP. 

tridactylites が同一の DNA を持っている可能

性がある。 

形態的には P. suberosa のシノニムとして扱

われている P. tridactylites であるが、今回の結

果からは別種であることが強く支持された。今

回用いた P. s (Glp) とP. t (Glp) には７塩基の

相違がみられた。系統樹（図 3）も両者が別の

クレードに属し、独立した種であることを示し

ている。また多賀（卒業論文 2011）は、形態的

特性から P. suberosa とP. tridactylites を明瞭

に区別することができると報告している。形態

が明瞭に異なり、DNA 塩基配列にも相違がみ

られるということは、この２者が種としての独

自性を持っているということができる。しかし

ながら bootstrap 値が極めて低い箇所がいくつ

かあるために、末端の系統関係ははっきりと示

すことができなかった。 

今後、より多くの塩基配列を解析することに

より、今回系統的位置を明瞭に示すことができ

なかったSCZ固有のP. c (Glp) の系統的位置を

示すことや、系統樹の末端における系統関係が

明らかにできると考えられる。またガラパゴス

諸島内におけるPassiflora属の遺伝子流動を詳

細に検討することにより、諸島内におけるさら

なる種分化の過程が明らかにされることが期待

される。 
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